
市
長
独
言
№ 90
…
「
鉄
砲
ま
つ
り
」
今
昔

　
コ
ロ
ナ
禍
で
各
種
行
事
が
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
縮
小
し
て
続
け
ら
れ
た
「
種
子
島

鉄
砲
ま
つ
り
」
は
、
昨
年
に
続
い
て
今
年
も
、
ほ
ぼ
従
来
の
形
に
復
活
し
ま
し
た
。
八
坂

神
社
を
出
発
し
た
神
輿
行
列
は
太
鼓
山
、
女
山
車
を
連
ね
て
、
西
町
、
東
町
、
池
田
、
天

神
町
、
鴨
女
町
、
川
迎
、
塰
泊
と
続
く
道
の
り
を
往
復
。
炎
天
下
、
沿
道
の
商
店
街
で
は

水
を
ま
い
て
熱
暑
を
和
ら
げ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
起
源
は
、
１
８
７
５
（
明
治
８
）
年
、
西
町
の
八
坂
神
社
の
祇
園
祭
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
先
の
大
戦
後
の
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
、
赤
尾
木
港
の
岸
壁
改
修
と

初
の
大
型
船
舶
・
照
国
丸
の
鹿
児
島
航
路
就
航
を
記
念
し
て
「
港
ま
つ
り
」
が
始
ま
り
、

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
、
西
之
表
市
と
東
町
の
共
催
と

す
る
「
鉄
砲
ま
つ
り
」
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
す
。
さ
ら
に

１
９
７
０
（
同
45
）
年
、
祇
園
祭
と
の
合
同
に
よ
り
現
在

の
「
種
子
島
鉄
砲
ま
つ
り
」
と
な
り
、
今
年
は
55
回
目
を

数
え
ま
し
た
。

　
鉄
砲
伝
来
が
縁
の
友
好
都
市
で
結
ば
れ
る
、
種
子
島
火

縄
銃
保
存
会
と
国
友(

滋
賀
県
長
浜
市)

、
堺
（
大
阪
府
堺

市
）
の
３
鉄
砲
隊
に
よ
る
試
射
演
武
を
交
え
、
太
鼓
山
、

子
供
み
こ
し
、
南
蛮
行
列
、
団
体
手
踊
り
、
宣
伝
パ
レ
ー

ド
に
続
い
て
夕
方
か
ら
演
芸
大
会
、
最
後
は
約
六
千
発
の

花
火
大
会
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
４
年
前
の
鉄
砲
館
企
画
展
「
鉄
砲
ま
つ
り
展
」
の
写
真

（
１
９
６
３
年
撮
影
）
を
見
る
と
、
見
物
客
が
商
店
街
の
軒
先
に
ひ
し
め
き
合
う
よ
う
に
し

て
行
列
を
挟
ん
で
い
ま
す
。
私
の
住
む
納
曽
か
ら
も
仮
装
行
列
に
参
加
し
、
頭
に
皿
、
背

中
に
甲
羅
を
つ
け
た
河
童
の
扮
装
で
す
。
小
学
生
だ
っ
た
私
は
、女
性
た
ち（
東
町
婦
人
会
）

が
赤
穂
浪
士
の
姿
で
勇
ま
し
く
行
進
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
女
山
車
を
牛
が
引
い
た
り
、
種
子
島
大
踊
り
（
現
和
武
部
）
が
参
加
し
た
り

し
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。
近
年
は
参
加
者
も
運
営
側
も
人
手
不
足
が
深
刻
で
、
昨
年
か
ら

馬
毛
島
工
事
関
係
者
な
ど
か
ら
助
っ
人
を
得
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
が
進
む
状
況
で
す
が
、

往
時
の
に
ぎ
わ
い
を
少
し
で
も
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

【材料】（4 人分）
うるち米…2 合
ツナ缶…小 1 缶
なめたけびん詰…小 1 ビン（150g）
かぼちゃ…250g
みつば…適量
牛乳…1/2 カップ

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
① 米は洗って水に浸しておく。
② かぼちゃは一口大に切る。
③ 水気を切った米、牛乳（なくても良い）となめたけを入れ、3 合の目盛りまで水を加え（水はやや多めに）
　かぼちゃとツナ缶を加えて、軽く混ぜて炊きあげる。
④ ご飯が炊きあがったら、茹でてきざんだみつばを混ぜる。

「ツナとなめたけの炊き込みご飯」「ツナとなめたけの炊き込みご飯」
第209 弾第 209 弾

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

仮装行列でにぎわう昭和の東町商店街

⑪ 市政の窓2024..10 月号


